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調査の背景
 第155回エイズ動向委員会において、令和２
年第１・第２四半期の保健所等におけるHIV
検査相談件数は、前年同期に比べて大きく減
少。

 これまでHIV感染リスクの高いMSMに対して、
HIV検査受検勧奨をしてきたが、HIV検査を
提供する施設が新型コロナ対策で一部休止等
になった。

 MSMの人達はその状況の中、どのように過ご
していたのか。

調査の目的
 新型コロナ感染症流行期において、MSM(ゲ
イ・バイセクシュアル男性)の新型コロナ感染
予防と、HIV検査受検行動や性行動を含む
HIV予防行動を把握する。
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調査実施期間

 2020年10月16日から26日の11日間
リクルート方法

 ゲイ向けSNSにポップアップバナーを掲載
 ランディングページにて、研究概要説明掲載
 同意の人は調査サイトへリンク
今回の分析対象者

 20歳以上
 MSM
 HIV陽性ではない

調査の実施概要

回答参加者（回答終了）数の推移



調査の結果（回答者属性）
１／４
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年齢 中央値43歳

回答者の概要

回答者の居住地

東京都の23区内 (52.3)
東京都23区外 (9.3)
神奈川県 (14.2)
埼玉県 (10.5)
千葉県 (8.2)
茨城県 (2.2)
栃木県 (1.1)
群馬県 (1.3)
山梨県 (0.9)

性感染症（複数回答）

梅毒 (17.4)

クラミジア (14.5)

淋病 (9.6)

A型肝炎 (2.6)

B型肝炎 (11.0)

C型肝炎 (0.7)

尖圭コンジローマ (8.1)

居住地

性感染症の既往

あなたの今の職業はどれですか

正規雇用 (67.9)
非正規(パート,契約社員) (12.9)
自由業・自営業・経営 (12.1)
学生 (2.6)
働いていない (4.1)
その他 0.5

職業

20歳代, 

10.9 
30歳

代, 

27.1 40歳

代, 

36.6 

50歳代, 

22.0 

60歳以上, 3.4 

回答者属性数値は％（n=1327）

Q10.あなたは下記の施設やウェブサイトを知っ
ていますか

南新宿検査・相談室 (53.6)
HIVマップ (29.0)
HIV検査・相談マップ (35.6)
いずれも知らない (34.0)

検査関係情報の認知
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aktaの認知

回答者の概要
U=Uの認知

カミングアウト人数相談する相手の人数

PrEPを行った経験
Q09. これまで「akta」に行ったことがあるか

行ったことがある (18.8)
行ったことはないが
知っている

(42.7)

今まで知らなかった (38.5)

Q11. 「 (U=U)」を知っていますか

知っている (65.3)
知らない (34.7)

Q12.自分のセックスやセクシュアリティに関
する困りごとを、相談できる人は何人くらい
いますか

いない (29.9)
1人 (12.7)
2-5人 (44.5)
6人以上 (13.0)

Q13.自分のセクシュアリティについて、カミ
ングアウトした人は何人くらいいますか

いない (34.6)
1人 (8.3)
2-5人 (28.7)
6人以上 (28.4)

Q14.これまでにPrEPを行ったこと

ある (12.7)
ない (87.3)

調査の結果
数値は％（n=1327）



２／４
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1.4%

3.1%

26.9%

41.6%

49.1%

60.5%

66.8%

73.9%

83.1%

87.7%

0.0% 50.0%

その他 (具体的に)

特にやっていることはない

仕事はテレワークにしている

不要不急の外出を避ける

他の人と、近い距離での会話や発

声をしない

社会的距離を意識して行動している

換気が悪い場所にはいかないよう

にしている

人がたくさん集まっている場所に行

かない

せきやくしゃみ時はマスクハンカチ

等を口にあてる

手洗い・うがいやアルコールによる

手指消毒

新型コロナ感染予防のためにしていること

34.7%

0.1%

0.2%

0.5%

6.5%

7.8%

12.1%

14.7%

26.2%

35.9%

39.1%

0% 20% 40% 60%

上記にあてはまるものはない

海外から帰国した

同居するパートナー・家族などに「新型

コロナウイルス」と診断された方がいる

同居するパートナー・家族などに発熱

などの症状が出た

職場や学校の同僚・友人に「新型コロ

ナウイルス」と診断された方がいる

職場や学校の同僚・友人に発熱など

の症状が出た

毎日のように、ほとんど１日中ずっと憂

うつであったり沈んだ気持ちでいる

ほとんどのことに興味がなくなっていた

り、大抵いつもなら楽しめていたこと…

人間関係について不安を感じている

収入・雇用に不安を感じている

身体・健康について心配している

直近2週間で、自分にあてはまるもの（あてはまるものす
べて）

新型コロナ感染予防のためにしていること
（あてはまるものすべて）

一般集団LINE全国調査（8月）
今回MSM首都圏調査（10月）
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コロナとセックスの啓発の項目の評価

3.9%

7.1%

7.1%

10.7%

17.2%

21.5%

31.4%

38.4%

38.8%

51.8%

52.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

飛沫が飛ぶのをおさえるため、セックスのときもマスクを着ける

ビデオチャットなどでバーチャルセックスを楽しむ

キスやアナルなめ、生フェラなど口をつかった行為をさける

セックスについて新型コロナ感染予防を特にしていない

窓やドアを開けて、換気のよい状態を保つ

セックスをしていない

セックスの機会を減らして、オナニーを楽しむ

セックスの相手を特定の人に限るなど、少なくする

シャワーをこまめに浴びる

自分や相手の体調が悪い場合、セックスをひかえる

セックスの前と後に手洗いとうがいをする

Q21セックスについて新型コロナ感染予防のた
めにしていること（あてはまるものすべて）



３／４
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半年間での緊急事態宣言前後の半年間を比べて、次の項目の回数や量が変わりましたか

緊急事態宣言後の変化

62.0%

39.3%

18.1%

19.2%

32.5%

31.1%

2.9%

39.4%

78.4%

75.4%

55.0%

61.6%

35.0%

21.4%

3.5%

5.3%

12.5%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

PrEP薬の入手に苦労したこと

飲むお酒の量

ゲイ向け商業施設の利用

ハッテン場のセックス

出会い系アプリ出会いセックス

セックスの相手

調査の結果

増えた
減った
変わらない

(n=137)

(n=963)

(n=518)

(n=525)

(n=895)

(n=1086)
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利用した施設など

緊急事態宣言前後の半年間

16.8%

70.3%

12.3%

24.3%

2.8%

26.4%

11.9%

74.6%

15.0%

43.1%

12.2%

39.6%

0% 20% 40% 60% 80%

どれも利用していない

出会い系スマホアプリ・ウェブ

サイト

野外のハッテン場

有料のハッテン場

ゲイ向けのクラブイベント

ゲイバー

1.7%

0.2%

0.5%

0.0%

2.5%

0.4%

0.7%

0.3%

0% 1% 2% 3% 4% 5%

ラッシュ(ポッパー)

大麻(マリファナ)

覚せい剤(シャブ・スピード・

クリスタルメス)

MDMA(エクスタシー)

「どれも利用していない」を除く利用したもの

実店舗の利用が大きく減少 ドラッグの利用は微減

調査の結果
（n=1373）

緊急事態宣言 前
緊急事態宣言 後
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緊急事態宣言前後の半年間 調査の結果
（n=1373）

35.1%

32.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宣言後(4月以降)
の半年間

宣言前(3月まで)
の半年間

アナルセックス時のコンドーム使用

必ず
使った

（n=771）

（n=855）

（アナルをしなかった人を除外した％）

大きい変化は無し

30.6%

26.7%

41.6%

38.6%

27.8%

34.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宣言後(4月以降)
の半年間

宣言前(3月まで)の
半年間

アナルセックス時の相手の人数

1人
（n=771）

（n=855）

（アナルをしなかった人を除外した％）

5人以上はやや減少

2,3人 5人以上



４／４
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受検経験あり80.5％

検査行動１
うち,定期的な受検43%

検査の受検意図最後に受検した場所

最後に検査を受けた時期（n=1327)

Q23.緊急事態宣言前(今年3月以前)は、HIV検
査を定期的に受けていましたか

6か月またはそれより
短いペースで受けて
いた

(19.2)

おおよそ1年に一度の
ペースで受けていた

(24.2)

特にペースは決めて
いなかった

(56.6)

Q24.HIV検査を最後に受けた時期

過去６か月以内 (30.0)

６か月以上1年以内 (18.9)

1年以上2年以内 (21.1)

2年以上前 (30.1)

Q25.最後に受けたHIV検査の種類（場所）
保健所・保健センター (30.3)
病院、診療所、クリニック (30.3)
東京都南新宿検査・相談室 (17.4)
イベントHIV検査会 (5.3)
郵送検査 (5.1)
HIVcheck.jp (3.1)
手術前・入院時の検査 (2.7)
自己検査キット (2.1)
多摩地域検査・相談室 (1.5)
その他 (30.3)

Q26.緊急事態宣言後の半年間に、
HIV検査を受けたいと思ったこと
ない (53.7)
ある (46.3)

（n=1068) （n= 1068)

（n= 1068) （n=1327)

調査の結果

検査ひかえの経験

Q27.緊急事態宣言後の半年間に、
新型コロナの感染予防のために、
HIV検査を受けるのを控えたこと
ない (67.4)
ある (32.6)

（n=614)
Q26=「ある」の人

ない, 

19.5 

1回だけ, 

18.4 2回から5回, 

36.0 

6回以上, 

26.1 



16

受検できなかった21%

検査行動２
定期的なHIV検査受検（n=614)

Q28.緊急事態宣言後(今年４月以降)の半年間に、受けよ
うと思っていたHIV検査が新型コロナの影響で休止して
いて、検査を受けられなかったことがありますか

ない (77.9)
受けようと思っていた保健所がHIV
検査を休止していた

(15.3)

受けようと思っていた病院や診療所
がHIV検査を休止していた

(5.9)

その他 (具体的に) (3.3)

Q29. 保健所や病院のHIV検査が利用できなかった時、他のHIV検査を利
用しましたか

4月以降は検査を受けていない (61.0)

他の地域の保健所・保健センターを利用 (5.1)

他の病院、診療所、クリニックを利用 (8.1)

東京都南新宿検査・相談室を利用 (8.8)

東京都多摩地域検査・相談室を利用 (0.0)

献血を利用 (1.5)

郵送検査を利用 (1.5)

自己検査キットを利用 (1.5)

イベントHIV検査会を利用 (4.4)

その他 (8.1)

（n=136)

調査の結果

•再開してからもともと検査予定だった施設で検査した
•電話で問い合わせて、検査してもらった
•時期をずらして受診した
•SH外来
•検査をしなかった
•延期した
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属性：回答したのはどんな人か
 年齢、性別、居住地、国籍、職業、aktaの認知、U=Uの認知、PrEP利用経験、性感
染症の既往

COVID19予防行動、直近2週間の行動（Line調査の項目）

新型コロナ対策でセックスに関して変化があったか
 aktaの啓発項目

「緊急事態宣言4月」前後の半年間での行動の変化
 利用したゲイ向け施設、ドラッグ、金銭を介したセックス、アナルセックスの相手
の数、アナルセックス時のコンドーム使用、

緊急事態宣言前後の半年間での行動の変化（増減を質問）
 相手の数、アプリ出会い相手とのセックス、ハッテン場でのセックス、ゲイ向け商
業施設の利用、飲酒量、セックスドラッグ、PrEP薬の入手困難、

これまでのHIV検査経験、最後に受検した時期と場所
 緊急事態宣言前、HIV検査を定期的に受けていたか
 緊急事態宣言後の、受検意図、受検控え、受けられなかったこと、他の機会の利用

調査項目


